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■地位別雇用全体に占める女性の割合
　1990～2002年（％） 
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どうして女性の視点を踏まえた 
支援が大切なの？ 

例えば開発途上国の中には、女の子に
は勉強よりも子守や水汲みなど、家事手
伝いを期待する考え方も多い。実際に
は世界の貧困人口（1日1ドル未満で生
活する人々）の約7割、字を読めない人
の3分の2は女性で、小学校に通えない
児童の約7割が女の子なんだ。 

ずいぶん男女間で差があるんですね！ 

そうなんだ。教育分野での男女格差に加えて、
女性はなかなか仕事に就けなかったり、仕事に
就いていても男性より賃金が低かったり、無給の
仕事をしている場合も多いんだ。開発途上国で
は、まだまだ女性は男性に比べて、社会的に弱い
立場にいる場合が多いんだよ。だからこういった
状況を改善するためにも、女性の意見や要望を
十分に聞き入れたり、場合によっては男性にも協
力してもらう必要があるんだ。 

日本は開発途上国への支援
の中で、どのような取組をして
いるの？ 

貧困問題や教育等の分野に支援する際、日本は男性と女性
それぞれの意見を取り入れることに力を入れているんだ。開
発途上国のよりよい国づくりのためには、男女が共同で参加
していけるような社会環境を作っていくことが大切なんだよ。 

女児が学校へ行けない理由 
●家事手伝いが忙しいため 
●通学中犯罪（誘拐などに）巻き込まれる
危険性が高いため 

●限られた入学可能児童枠の中で男子を
優先して通わせるため 

ニカラグアの農村部では、未だに男性重視の考え方が根強く残っていて、女

性はなかなか外で働くことが出来ない。女性に求められる仕事は、家事と育

児が中心になっている。このような状況では、経済的に自立する手段もない

ことから、夫に依存した生活を強いられることが多い。中には夫から暴力をふ

るわれている場合もあるんだ。 

だから、経済的自立を目指す女性をターゲットにして、養蜂を行うための職業

訓練を行うプロジェクトへの支援を実施したんだよ。その結果、この研修を終

えた女性たちは、自分たちで協同組合を作り、生産した蜂蜜の販売ルートに取

り組むなど、経済的自立に向けて、積極的に歩み始めることができたんだ。 

■ニカラグア：女性の自立に対する支援 

第1期養蜂研修会修了式 
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出典：UNESCO 
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■未就学児童の地域分布
（2004年） 
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■成人識字率（2000～2004年） 
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アジアやアフリカなど、開発途上
国では学校に行けない子どもた
ちがたくさんいると聞きました。 

国際社会は、全ての人に基礎的な教育
の機会を提供する、「万人のための教
育」の達成に向けた「ダカール行動の
枠組み」や、「ミレニアム開発目標」に
おいて、「2015年までに初等教育の
完全普及」を目指すことを決め、教育開
発の取組を強化しているんだ。 

ＭＥＭＯ 

日本のNGO、（社）日本ユネスコ協会連盟は、
教育を受けられなかった成人や学校に行けな
い子供たちに識字教育などの場を提供する「
世界寺子屋運動」を43か国１地域で実施。ベ
トナムの北部8省ではJICAと協力してモデル
寺子屋（コミュニティ学習センター）を建設。
地域住民が参加・運営する「ノンフォーマル教
育」の普及を支援しているんだよ。 

ＭＥＭＯ 

世界には、学校へ行きたくても行けない子どもたち
が約7,700万人もいるんだよ。そのうち、約5分の3
が女の子なんだ。 
子どもたちは一家の生活を支えているんだよ。ま
た女の子は、10代前半で結婚することも多いんだ。
だから大人になっても字を読めない人が約2割い
て、女性がその3分の2を占めているんだよ。 

日本は、2002年に「成長のための基礎教育イニシアティブ」を発表し、
二国間援助や国際機関を通じて、積極的な支援を行っているよ。 
例えば、学校の建設を通じたアクセスの改善や、男女別トイレの設置
による女子の就学率の増加に貢献している。 
また、教員養成や研修の実施、教材開発の改善に対する支援を行っ
ているんだよ。特に生活のために欠かせない理数科教育や、科学技
術の振興に不可欠な理工系の教育研究を対象に技術協力を行って
いるんだ。 

日本は、正規の学校教育を受けてない人を対象にした教育にも力
を入れている。例えば成人に対する識字教育については、日本が
UNESCOに設置している基金を通じても支援を行っているんだよ。 
また、女子の就学率を向上させるために、様々な国々で女子教育
の支援に取り組んでいる。その一環として、アフガニスタンでは、
UNICEFやUN-HABITAT等の国際機関と連携した支援を実施し
ている。その他にも、NGOと協力して、草の根レベルの支援も積
極的に行っているんだよ。 

だから教育の
分野に対する
支援が大切な
んですね。 

他にはどのような支
援を行っているので
すか？ 

現地の先生を対象にした 
算数指導力向上プロジェクト 
（ホンジュラス 写真提供：JICA） 

学校に通えるようになった
アフガニスタンの女の子
（写真提供：UNICEF） 

寺子屋で学ぶ 
ベトナム・ザイ族の子どもたち 
（写真提供：（社）日本ユネスコ協会連盟） 
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■5歳未満の子どもの死因
　2000～2003年（％） 

出典：国連「ミレニアム開発目標報告2005」
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そうか、それで保健や医療の援助に
力を入れているんですね。日本はど
んな援助をしているのですか？ 

■子供たちをマラリアから守る ■母と子供の命を守る「母子手帳」 

エイズで両親を失った15歳未満の子ども
（エイズ遺児）は、サブ・サハラ・アフリカだ
けでも、2003年で1,200万人といわれてい
る。開発途上国地域全体では親をエイズ
で失っている子供は1,500万人にもなって
いるんだよ。

ＭＥＭＯ 

開発途上国では、5歳の誕生日を迎えられずに亡く
なる子どもの約30％が、下痢やマラリア、はしかが原
因で死んでいるんだよ。 
HIV/エイズ、マラリア、結核などの感染症は、開発途
上国の経済・社会にとってもマイナス要因となってい
る。また、感染症は国境を越えて広がりを見せていて、
開発途上国のみならず地球規模の問題になっている
んだよ。だから母子保健や感染症対策など、保健医
療に関する援助が必要なんだ。 

2000年の九州・沖縄サミットで日本は、感染症に対する支援を強
化するため「沖縄感染症対策イニシアティブ」を打ち出し、5年間
で約30億ドルの支援を表明し、実際には58億ドルとなる積極的
な支援を行ったんだよ。 
こうした日本の姿勢が、2002年の「世界エイズ・結核・マラリア対
策基金」の設立につながったといわれている。さらに2005年には
「保健と開発に関するイニシアティブ」を発表し、今後5年間で総
額50億ドルを目途とする支援を行っていくことを表明したんだ。 

開発途上国では、薬さえあれば、治療
さえすれば助かる命が、たくさん失わ
れているって本当ですか？ 

妊産婦や乳幼児の死亡率が高く、母子保健サービスの充実が急が
れていたインドネシア。国際協力機構（JICA）の研修員として来
日していた同国の医師が、日本の母子手帳に注目したのをきっか
けに、「母と子の健康手帳」プロジェクトが実施されたんだ。
日本の母子保健水準の向上に重要な役割を果たしてきた母
子健康手帳が、インドネシア版「母子手帳」となって、妊
産婦の健康管理や、出産・育児に関する知識や能力の向上
にも役立っていると高い評価を受けているんだよ。そして、

現在、フィリ
ピンやメキシ
コ、パレスチ
ナ自治区等で
も日本の同様
の協力が実施
され、成果を
あげている。
今後、さらに
他の地域にも
広げていくこ
とが期待されて
いるんだ。 

現在、年間約100万人がマラリアにより死亡している。マ
ラリアの感染防止のために、WHO、UNICEF、世界銀行、
UNDPは共同で、「ロールバック・マラリア」キャンペーン
を行っているんだ。ここで、日本の伝統的な蚊帳が役に立
っている。マラリアは蚊を媒介に感染するため、蚊帳の使
用が最も効率的な防衛策といわれているんだ。
そこで、日本はマラリアの感染防止に有効な蚊帳、特に殺
虫剤処理済の蚊帳を、二国間支援とUNICEFを通じて、2007

年までに合計
1,000万帳供与
することを決定
したんだ。 
UNICEFではこ
れにより、2,000
万人の子供を
マラリアから
守ることがで
きると考えて
いるんだよ。 

日本の協力により開発された 
エイズ検査ユニット（ケニア中央医学研究所）
（写真提供：JICA／吉田勝美） 

ナイジェリアにおける「ロールバック・マラリア」 
キャンペーンの広告写真 妊産婦に配布される母子手帳 
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出典：FAO「世界の食料不安の現状」2005

■栄養不良者の地域・国別分布（単位：百万人） 

■食糧援助の地域別割合
　（2005年度　単位：％） 
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干ばつや洪水、自然災害、紛争や内戦などによ
り食べ物が得られず、栄養不足や飢餓で8億
5,000万人もの人が苦しんでいる。そのうち3
億人が子どもといわれているんだ。飢えによっ
て引き起こされる病気で毎日2万5,000人が亡
くなっているんだよ。 
国連も、2015年までに飢餓に苦しむ人口の割
合を半減させるという目標を掲げているね。 

途上国では、貧困層の7割が農村地域に住んで
いて、しかも農業が経済の中心になっている。農
業分野の支援は、途上国の貧困削減や経済開
発にとっても重要なんだ。そこで専門家や青年
海外協力隊を派遣したり、途上国から研修員を
受け入れて、農業の技術が向上し、収入が増え
るように協力しているんだ。ＮＧＯを通じた支援
も行っているんだよ。 
さらに、農業に必要な施設などを、無償資金協力
や円借款で支援している。2004年では約3億ド
ル（360億円）を援助したんだよ。 

技術移転では、専門家
や青年海外協力隊も活
躍しているんでしょう？ 

ＭＥＭＯ 
【食糧援助】 
食糧不足に直面している途上国や、自然災害や紛争で難民
や避難民となった人たちを支援するもの。小麦や米などの
穀物を購入するための資金を援助する。 
【貧困農民支援】 
途上国の食糧生産の向上を支援する、中長期的なもの。肥
料、農業機械などを購入するための資金を援助する。 

アフリカのタンザニア・キリマンジャロ州ローアモシ地区で、
日本は20年以上にわたって農業開発を支援しているんだ。
かんがい整備の建設、稲作の栽培技術や水管理の指導、ト
ラクター等の提供も行ってきたんだよ。その結果、ローアモ
シ地区の米の収穫は3倍以 
上になったんだ。 
現在では周りの国にも広げ 
るため、キリマンジャロ農業 
技術者訓練センターへの支 
援を続けているよ。日本の 
稲作技術は東アフリカ一帯 
に広がろうとしているんだ。 

■キリマンジャロから広がる日本の稲作技術 

日本が行っている食糧・農業 
分野の無償資金協力による主な支援には、 
食糧援助と貧困農民支援があるんだよ。 
こうした支援だけでなく、日本は技術移転も
積極的に行っているんだ。例えば畑に水を
引くかんがい施設の技術は、途上国からも歓
迎されているんだよ。 

世界には、食糧不足や飢饉に
苦しんでいる人がたくさんい
ると聞きましたが？ 

農業や食糧につい
て、日本はどんな援
助をしているの？ 

ローアモシ灌漑稲作地で除草作業を 
行う農民　　　　　（写真提供：JICA） 

食糧援助の様子（スワジランド）

〜 〜 〜 



■円借款に占める経済インフラ分野の実績 
　（2005年度　交換公文ベース　単位：億円） 

■一般プロジェクト無償に占める経済インフラ分野の実績 
　（2005年度　交換公文ベース　単位：億円） 

運輸 1,942（34.3％） 合計　5,666

エネルギー 
31.5（3.8％） 

経済インフラ 210.5（25.2％） 

運輸・通信 
179.0（21.4％） 合計　836.2

エネルギー 
1,671（29.5％） 

経済インフラ 3,613（63.8％） 

運輸・通信やエネルギーは、経済活動にとって欠
かせない経済インフラ（基盤）と呼ばれている。
それが整備されていないと、経済発展の大きな
妨げになるんだ。また、情報通信技術普及の差
によって生じる情報格差は、先進国と開発途上国
の経済格差をさらに大きくすることになるんだ。 
日本は、開発途上国の貧困削減にとって経済発
展が重要だと考え、食糧、医療、教育などの基礎
生活分野の支援とともに、経済インフラへの支
援にも力を注いでいるんだよ。 

現在深刻な貧困問題を抱えているサブ・サハラ・アフリカでは、
1960年代に独立した国が多い。当時の1人当たりGDP（国内
総生産）を比較すると、東アジア諸国より高い水準だった。しか
しその後逆転され、近年では著しい差が出ているんだ。 
アフリカの主要な援助国である欧米諸国は、主に基礎生活分野
の支援を重視していたけれど、東アジアの主要援助国である日
本は、それに加えて、経済インフラの設備を重視してきたんだ。
それが東アジアの経済的な自立を促し、経済発展の下支えとな
ってきたとして、日本の経済インフラ支援は高く評価されてい
るんだよ。 

■どうして経済インフラの支援をするの？ 

経済インフラへの日本の援助
実績はどうなっていますか？ 

経済発展には、道路や港、電力、情
報通信技術（IT）などの整備も重
要なんでしょう？ 

経済インフラへの支援は、2005年度で
は円借款の63.8％（約3,613億円）、
一般プロジェクト無償の25.2％（約
210.5億円）を占めているんだよ。 

経済インフラの整備には、国土計画や都市
計画、施設の管理・運営が重要になるんだ。
そのため、技術者の育成や機材の提供、開
発調査などを行っている。そして、持続的成
長の観点から、省エネルギー等の環境対策
も考慮した支援をしているんだよ。 

技術協力も行われているんですね。 

カンボジアでは、長年続いた内戦が終わり、現在は
国内で新たな国づくりが進んでいる段階なんだ。し
かし、カンボジアでは経済インフラの整備がまだま
だ十分とはいえない。そこで、日本は円借款を通じ
て、カンボジア国内で唯一の国際貿易港であるシハ
ヌークヴィル港の拡張工事を支援しているよ。また、
周辺にある経済特区の整備や光ファイバーの敷設 
にも 協 力して  
いる。こうした 
インフラ建設を 
通じた援助を行 
うことで、同港を 
通じた流通の改 
善と、周辺地域 
での経済発展が 
期待されている 
んだよ。 

■カンボジアでのインフラ支援 

シハヌークヴィル港外観 
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■日本の環境ＯＤＡの二国間分野別実績 
（2005年度　単位：億円） 

・東欧向けを含む。国際機関等への拠出含まない。 
・その他：生物多様性保全、環境行政等を含む。 

地球温暖地球温暖 
化対策化対策
937
（31.2） 

居住環境居住環境
844
（28.1） 

公害対策公害対策
705
（23.5） 

地球温暖 
化対策
937
（31.2） 

その他
108
（3.6） 

居住環境
844
（28.1） 

森林保全
183
（6.1） 

公害対策
705
（23.5） 

防災
227
（7.5） 

地球温暖化や野生生物の減少などの環境
問題は、一つの国にとどまらず、国境を越え
て影響をもたらすので、地球規模の問題と
呼ばれているんだよ。 
最近では先進国だけではなく、開発途上国
でも、森林の減少や砂漠化、公害による川や
海、大気の汚染、ゴミなどの環境汚染も増え
てきているんだ。 

環境問題は、なぜ地球規模の問題と
呼ばれているのですか？ 

環境分野で日本はどのよ
うな支援をしているの？ 

地球環境問題は、今どうなって
いるの？ 

例えば熱帯林は2000年までの10
年間で約9,400万haが減少してい
る。これは日本の国土面積の約2.5
倍に当たり、その96％がアフリカと
中南米に集中しているよ。また、地
球の全陸地の4分の1で砂漠化が
進んでいるんだ。このまま放置して
いると、地球全体に深刻な影響を及
ぼすことになるんだよ。 

環境分野への日本の援助実績は、
2005年度で約3,092.3億円となってい
てODA全体の29.4％を占めているん
だ。例えば「水資源・環境無償」の
2005年度実績は48件・約246億円に
達している。 
地球環境問題に対する国際的な信託
基金「地球環境ファシリティ（GEF）」に
は、2002年7月から2006年6月で、世
界第2位となる約488億円の資金を出
したんだよ。 

マレーシアは、オランウータンをはじめ貴重な動植物
の宝庫。でも、森林伐採やプランテーションの開発な
どで森林が急激に減少し、多くの「種」が絶滅の危機
に瀕しているんだ 
よ。日本は、ボルネ 
オの自然環境保護 
体制の整備と人材 
養成、住民啓発のた 
め、専門家派遣と研 
修員受け入れを実 
施。その効果は着実 
に現れているんだ。 

■動植物の宝庫マレーシアの生態系を守る 

クロッカー山脈公園アラブ山で調査を 
行う様子　　　　　（写真提供：JICA） 

〜 〜 〜 



一度内戦や地域紛争が起きると、20
年以上続くこともあるんだ。その間、多
くの犠牲者が発生するんだよ。 
また、貧困の増加、人権の抑圧など、多
くの問題を引き起こすんだ。だから、国
際社会が一致して平和な国づくりに向
けて協力しているんだよ。 

平和を回復するために、日本はどの
ような支援を行っているのですか？ 

地域紛争や内戦が起きると、
どんな影響があるのですか？ 

そうなんだ。紛争が起こった地
域では、難民や避難民に対して
緊急に人道支援を行う必要が
あるんだよ 
例えばアフガニスタンやイラク
で、日本はジャパンプラットフォ
ーム（MEMO参照）等のNGO
や、WFP、UNHCRといった国際
機関と連携して緊急人道援助を
実施しているんだよ。 

平和な国づくりをする
ためには、いろいろな分
野に対して支援を行う
ことが大事なんですね！ 

日本は、アフガニスタン、イラク、
東ティモールで平和な国づくり
を積極的に支援してきたんだ。
ではイラクの例を見てみよう！ 

イラクに対する日本の復興支援は、自衛隊が行う人的貢献と、ODAによる支援が連携して行
われているんだよ。 
ODAではこれまで、15億ドル以上の無償資金による具体的な支援内容を決定したんだ。そ
して、電力、教育、水・衛生、保健、雇用といった分野で、イラク国民のために生活基盤の再建
を支援しているよ。また、経済・社会面に加え、平和で民主的なイラクの国づくりに欠かせな
い政治、治安といった面でも積極的な支援を行っているんだ。 
これからは、円借款も活用して、イラクにとって経済活動の本格的な基盤となる、電力、運輸と
いった分野のインフラ整備を支援していくんだ。 

■イラク 

■平和な国づくりへの支援 

他にはどんな支援を
行っているのですか？ 

電力、保健医療、水などの生活基盤整備
や教育の分野に対する支援も行っている
んだ。ここでもUNDPやUNICEFなどの国
際機関と協力して支援しているんだよ。 

ジャパンプラットフォームは、地域紛争により大量に発
生した難民や、自然災害による被災者に対して、日本の
NGOがより迅速で効果的な緊急援助を行えるように
するため、NGO、経済界、政府（外務省）が連携・協力
する緊急人道援助システムのことを言うんだよ。 

ＭＥＭＯ 

緊急人道支援 

紛争再発予防 

平和の定着 

国づくり 

紛争終結を促進するための支援 

紛争勃発 

紛争当事国・周辺国への 
              緊急援助 

和解調停、選挙支援、メディア支援 

人道・復興支援 

復興開発支援 

安定と治安の確保 

難民・国内避難民への支援 

食料・医薬品 
　　等の援助 

帰還する 
難民を支援 

元兵士の 
職業訓練 

人材育成 

地雷を 
取り除く 

道路・電力 
などの整備 

政府の行政 
能力の向上 

   

 

UNICEFを通じて学用品を配布 
するための準備をするスタッフ 
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